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l. イシガケチニJウ

採集4例の報告

前川和昭

a． 'tlliffill道中ll斑にてイシガケチョウを採集

C,．restisth]･odamasmabellaFruhstorferl8.を採集したので報告する．

採集年Mlll984年7月15日

採集地洲本市中川原

2'111,天候IIIW,午後3時頃，登山道中腹の道鳩に舞い降りて来たところを発見．個体はいた

みがはげしいが，動きは比較的活発であった．おそらく地面のしめった枯葉の部分に吸水に

おりてきたものと思われる．しばらく観察していたが，その間3度舞い上がり高い木の梢に

とまり，また降りてくることをくり返す．

イヌビワ樹l倉でイシガケチョウ1ex.を採集

採集年〃lll984年9月16日

採集地洲本市安乎町浜

天候晴，午前ll時頃自宅のイヌビワ上で飛んでいるのを目撃，樹上に羽をひろげて止るが産

卵の様f-ではない．個体はや、いたんでいるが夏型雌と思われる．淡路島内で住みついてい

る可能性が強い．

クロコノマチョウ

MelanitisphedinaoitensisMatsumura秋型18を採集

採集年月U1984年9月15日

採集地諭鶴羽山

オオヒョウタンゴミムシ

b.

2．

3．

4．

ScaritessulcatusOlivierlex.

採集年月日1984年8月19日

採集地阿万吹上浜

尚，以上4点の標本の保管は筆者がしている．

イシガケチョウ幼虫発見

上記の1のbの一本の樹上に終令幼虫を8匹発見，うち1匹は死んでいた．終令になって間

もないもの（体色が黄色く体長約2.8cm)から，体長3.7cmとかなり成長したものまで，いろ

いろだが，いずれも同一の雌が同時に産卵したものと推定される．

9月16111al地点で採集したものによる産卵かどうかは，定かではない．

尚，幼虫はすべて飼育している．
－7－




